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画
か
い
せ
つ

日
本
人
に
と
っ
て
民
族
の
大
ロ
マ
ン
と
し
て
語
り
継
が
れ
、
小
説
・

演
劇
・
映
画
な
ど
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
で
数
々
の
名
作
を
生
ん
で
き
た

H

赤

穂
義
士
。
。
今
こ
、
に
東
映
時
代
劇
の
伝
統
と
情
熱
を
再
び
結
集
、
大
ヒ

ッ

ト
作
「
柳
生
一
族
の
陰
謀
」
に
次
ぐ
話
題
巨
篇
と
し
て
、
こ
の
民
族

の
壮
大
な
遺
産
に
挑
戦
す
る
。

今
回

、
忠
臣
蔵
お
本
自
の
映
画
化
と
し
て
製
作
さ
れ
る
こ
の
作
品
は
、

従
来
の
い
わ
ゆ
る

4
美
談
。
調
と
は
趣
き
を
一
変
、
赤
穂
城
断
絶
に
始

ま
る
戦
い
の
ロ
マ
ン
に
焦
点
を
絞
り
、
実
録
忠
臣
蔵
の
名
に
ふ
さ
わ
し

く
、
こ
れ
ま
で
謎
と
さ
れ
て
き
た
部
分
に
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
、

埋
も
れ
て
い
た
興
味
深
い
事
実
を
堀
り
起
し
、
斬
新
そ
の
も
の
益
時
代

ド
ラ
マ
を
組
み
立
て
、
い
る

。

元
禄
時
代
、
圧
倒
的
な
権
勢
を
誇
っ
た
五
代
将
軍
綱
吉
が
、
彼
一
代

の
聞
に
取
り
決
し
た
大
名
は
実
に
四
十
八
家

。

そ
の
た
め
生
活
を
失
っ

た
武
士
の
数
は
三
万
余
人
に
達
し
た
が
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
反
抗
す
る

者
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
そ
の
中
で
初
め
て
幕
府
に
戦
い
を
挑
ん

だ
の
が
大
石
内
蔵
助
以
下
赤
穂
浪
士
四
十
七
人

。

文
字
通
り
人
間
と
し

て
の
意
地
、
誇
り
ゆ
え
の
壮
絶
な
戦
い
で
あ
る

。

そ
し
て
、
一
方
こ
れ
ま
で
見
落
さ
れ
て
い
た
幕
府
側
、
吉
良
方
の
動

き
を
刻
明
に
描
き
、
討
つ
が
武
士
道
な
ら
、
討
た
れ
ざ
る
も
武
士
の
心

意
気
と
い
う
当
時
の
侍
思
想
に
の
っ
と
っ
た
緊
迫
感
あ
ふ
れ
る
ド
ラ
マ

を
狙
っ
て
い
る
の
も
異
色

。

ま
た
事
変
発
生
か
ら
切
腹
に
至
る
ま
で
、

四
十
七
士
の
行
動
を
つ
ぶ
さ
に
拠
、
え
、
そ
の
頂
点
に
立

っ

て

H

壮
大
な

仇
討
劇
の
演
出
家
H

と
し
て
動
く
大
石
内
蔵
助
の
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
像

を
鮮
や
か
に
描
破
し
て
い
る

。

赤
穂
四
十
七
士
に
と
っ
て
、
幕
府
へ
の
反
逆
と
吉
良
邸
襲
撃
は
一
つ

の
大
き
な
賭
け

。

そ
し
て
そ
の
賭
け
を
拒
否
し
て
彼
ら
の
戦
い
は
あ
り

え
な
か
っ
た

ー
ー

と
い
う
観
点
で
立
つ
タ
イ
ナ
ミ

ツ

ク
な
ド
ラ
マ
感
。

「
柳
生
一
族
の
陰
謀
」
に
次
ぐ
深
作
欣
二
監
督
と
主
演

・

首
問
屋
錦
之
介
の

再
コ
ン
ビ
。
さ
ら
に
は
映
画
演
劇
テ
レ
ビ
界
か
ら
ビ

ッ

グ
ス
タ
ー
の
大

挙
集
結
、
ラ
ス
ト
の
討
入
り
を
頂
点
と
す
る
剣
の
戦
い
の
迫
力
な
ど
、

話
題
に
こ
と
欠
か
ぬ
秋
の
超
大
作
で
あ
る
。

圃
本
格
的
時
代
劇
巨
篇

5

大
ポ
イ
ン
ト

①
幕
府
へ
の
反
逆
6
3
0

日
を
鎗
〈
野
心
作

元
禄
M
年
3

月

U
目
、
江
戸
城

・

松
の
大
廊
下
で
赤
穂
城
主
浅
野
内

匠
頭
(
お
オ
)
が
、
高
家
筆
頭
の
吉

良

上
野
介
(
臼
オ
)
に
対
し
刃
傷
に
及

ん
だ
。
将
軍
綱
士
口
の
命
に
よ
り

、
内

匠
頭
は
即
刻
切
腹
、
上
野
介
は
一

切
お
絵
め
な
し
と
決
定
。
さ
ら
に
赤
穂

・

浅
野
家
は
お
家
断
絶
、
領
地

召
し
上
げ
と
な
っ
た
。
喧
嘩
両
成
敗
が
習
い
と
い
う
の
に
、
こ
の
公
儀

栽
決
は
あ
ま
り
に
不
公
平
。
巨
大
な
権
力
に
も
の
言
わ
せ

、

な
ぜ
5

万

3

千
石
の
小
き
な
藩
を
演
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か

け

理
不
尽
き
わ
ま
り

な
い
裁
き
に
、
浅
野
家
城
代
家
老
・
大
石
内
蔵
助
は
武
士
の
意
地
と
誇

り
か
ら
敢
え
て
幕
府
へ
の
反
逆
を
決
意

。

家
中
一
一
統
を
九
十
い
て
、
以
後

6
3
0

日
余
、
的
確
な
る
情
勢
分
析
と
決
断

の
も
と

に

大
事
を
画
策
す

ヲ
令。

②
首
問
屋
錦
之
介
・
深
作
欣
ニ
監
督
の
再
コ
ン
ビ

刊
同年
初
頭
、
空
前
の
大
ヒ

ッ

ト
を
放

っ

た
「
柳
生
一

族
の
陰
謀
」
で
、

素
晴
ら
し
い
成
果
を
収
め
た
高
屋
錦
之
介
と
深
作
欣

二
監
督
が
、
さ
ら

に
大
き
な
目
標
を
か
、
げ
て
取
組
む
再
コ
ン
ビ
作

。

過
去
多
く
の
名
優

た
ち
が
大
石
内
蔵
助
を
演

じ

て
き
た
が
、
今
回
は
名
実
共
に
時
代
劇
尚

ー

の
高
屋
錦
之
介
が
、
新
し
い
人
間
大
石
を
創
り
あ
げ
て
意
欲
満
々

。

ま
た
演
出
に
当
る
当
代

一
の
ス
タ
l

監
督
深
作
欣

二
も
、
「
赤
穂
城
断
絶

に
始
ま
る
壮
大
な
戦
い
の
ロ
マ
ン
を

」

と
新
解
釈
忠
臣
蔵
に
全
力
投
球

。

い
ま
日
本
映
画
最
高
最
大
の
コ
ン
ビ
ニ
度
目
の
顔
合
わ
せ
に
、
大
き
な

期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

③
製
作
費
叩
億
円
の
超
豪
華
ス
ケ
ー
ル

題
材
が
題
材
だ
け
に
、
本
格
的
時
代
劇
製

作
に
投
入
す
る
全
費
用
は
、

前
作
「

柳
生
一
族
の
陰
謀
」
を
凌
い
で
は
ず

叩
億
円

。

ち
な
み
に
作
品
ス

ケ
ー
ル
を
ご
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
演
技
陣
は
映
画
演
劇
テ
レ
ビ
界
か
ら

集
っ

た
ス
タ
ー
が
な
ん
と

1
1
2

人
。

延
べ
エ
キ
‘
ス
ト
ラ

数
は
4
8
0
0

人
。

セ
ッ

ト
の
数
が
ω
で
3

0
0
0

万
円
。

ロ
ケ
費
用
が

2
8
0
0

万
円
。

衣
裳
数
が
1
8
0
0

点
。

か
つ
ら
点
数
が
7
8
0

0

小
道
具
が
9
8
0

点
、
費
用

2
0
0
0

万
円
。

準
備
期
間

叩
ヶ
月
。
撮
影
日
数

釘
目
。
撮

影
フ
ィ
ル
ム
は

7

万
フ
ィ
ー
ト
と
す
べ
て
が
常
識
破
り

。

④
超
一
一
流
の
ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト

時
代
劇
の
伝
統
が
鮮
烈
に
息
づ
く
東
映
京
都
撮
影
所
の
時
代
劇
超
エ

キ
ス
パ
ー
ト
を
総
動
員
、
し
か
も
撮
影
監
督
に
、
日
本
映
画
が
誇
る
大

ベ
テ
ラ
ン
宮
島
義
勇
を
迎
え
て
の
ベ
ス
ト

・

ス
タ

ッ

フ
。

ま
た
キ
ャ
ス

ト
も
、
首
問
屋
錦
之
介
、

三
船
敏
郎
を
は
じ
め
未
曽
有
の
豪
華
版

。

誰
が

ど
の
役
を
演
じ
る
の
か
、
フ
ァ
ン
の
期
待
と
楽
し
み
は
頂
点
に
達
し
て

い
司
令。

⑤
ラ
ス
ト
の
討
入
り
と
圧
巻
の
切
腹
シ

l

ン

赤
穂
浪
士
の
吉
良
邸
討
入
り
シ
ー
ン
は
、
ラ
ス
ト
の
ほ

J

m
分
余
を

費
や
し
て
、
壮
絶
き
わ
ま
り
な
い
リ
ア
ル
な
殺
陣
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
。

そ
の
あ
と
大
石
内
蔵
助
は
じ
め
四
十
七
士
の
切
腹
シ
|
ン
が
、
万
感
こ

め
て
創
り
あ
げ
ら
れ
る
悲
恰
美

。

動
と
静
の
く

っ

き
り
し
た
対
照
に
よ

る
圧
巻
の
ド
ラ
マ

・

パ
ワ
ー
。

恐
ら
く
日
本
映
画
史
に
新
し
い
一
頁
を

加
え
る
大
ラ
ス
ト
シ
|
ン
と
し
て
、
永
く
フ
ァ
ン
の
胸
に
残
る
こ
と
だ

ヲ
勺
、7
。


